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序鑰 　 熟知対 象物 の 記憶色お よ び 色の 記憶

に つ い て の 研 究は 、古 くか らな され て い る。

記 憶色は、具体的な対象物 が あ る もの の 色の

記憶の こ とを言 う。 色の 記憶は、色そ の もの

の 記 憶の こ とを言 う。

　 本研究 の 内容は人 間の 色に 対する記憶が ど

の よ うな特性 を有 して い るの か を、で き る だ

け平易な実験 方法で 、探究 し よ うとす る もの

で あ る 。 また本学の 先行研 究にお い て 緑色 の

対象物で あるほ うれ ん草が 、 よ り緑 に寄 る と

い う内容 をふ まえ 、 本研 究 にお い て は緑 色の

対 象物 を多 く使 っ て 、緑 色の 特性 をみ る こ と

と した。

方法

（1）熟知 対象物 ： トマ ト、バ ナナ 、
バ ター

、 レ

タ ス
、 ほ うれ ん草、茄子 、

ピー
マ ン

、 きゅ う

りで ある 。 これ らは 、文献 お よび本学の 先行

研 究 を参照 した
。

（2）被験者 15 人 で 、全員色 覚正 常者 で ある。

年齢は 24〜6五歳の 男 女で あ る 。

（3）観測実施年 月 日 二 2002 年の 12 月 13 日か

ら 12 月 21 目に行 な っ た 。

（4）測色 ； NIPPON 　DENSHOKU 製の Σ 90
COLOR 　 MEASURING 　 SYSTEM 　と　SZ
OPTICAL 　SENSER を用 い た 。

（5）測色の 回数 ： バ ターを除 き各 々 2個ず つ 用

意 し 1 つ の 熟知 対象物に つ き 10 ヶ 所測 っ た。

（5）照明 ：D65 の 模擬 照明で あ っ た。

（6）色見本 ： 色見 本の 選定は 、 L ★

a  
究

空 問 にお

い て シ ス テ マ テ ィ ッ クに 選定 し た。 8 種類

各 々 に つ き 12 個用 意 した
。 色の 記憶 に つ い て

匚 ＝ 「 1rt4 「
一

も同 じで あ る 。

（7）観測の 回数 ： 1人に つ きH を変えて 3 回 の

く り返 し観測を行な っ た。記憶色 の 観測 ： 色

見 本 とな る ボー ドの 左 上 に対象物の 名前を書

い た紙 をは り、その 対象物 を思い起 こす 色を

選 ん で も ら っ た 。 色 の記憶 ：色サン プル を見

せ た 後、 12 色の 色 見本 の 中か ら、先に見せ た

色に
一

番近い と感 じ られ る もの を選 ばせ た 。

　 結果と考察 用 い た 8 対象物 ご とに測色値 、

記 憶 色 の 平 均 観 測 値 お よ び 標 準 偏 差 を

L   ％
★

に よ っ て 求めた 。 色の 記憶 に 対す る観

測 結果 も同様 に求 め た［コ以下 そ の 結果 を手が

か りに考察す る、

（1）測色値 ・記憶色 ・色の 記 憶の ズ レ の 程

度。Va “b★
ご とに測色値 と記憶色、測色値 と

色の 記億 、 記憶色と色の 記憶 との ズ レ の 程度

をみ る と、次の よ うに なる 。
△L ＊

（4．4
，
2．4

，
Ll ），

△ at （6．4
，
1．5

，
1．0），

△歴 （6．3，3．5，0．3）。 記憶色

と色の 記憶 とは か な り近 く 、 測色値 と記憶色

との 間の 距離が 最 も遠い
。

（2）測色値か らの ズ レ の 方向 。 記憶色の ぴ に つ

い て み る と、ズ レ の 方 向は 対象物に よ っ て
一

様 で は ない
。

Ldeが 大 きい 対 象物の 場 合は よ り

明 るい 方向 に 、 Ldeが小 さい 対象物の 場 合は よ

り暗い 方 向に ズ レ る傾 向が 認 め られ た 。 そ の

境 界 は 、 今 回 の デ
ー

タ で は Lk ＝ 60 以 上 と

Lee＝ 40 以 下に あっ た。 したが っ て 中程度の 明

る さを境 として 、記憶色は 実測値よ りもよ り

明 る くなる 場合 と、暗 くなる場 合 との 2 方 向

が 推測 され る 。 色の 記 憶 も、 こ れ に 近い 傾 向

が うか がわ れ る けれ ど も、記憶色ほ ど鮮 明 で

は ない
。

　 a
★

，b★
に つ い て み る と 、 次 の よ うな 2 つ の 傾

向が み られ た 。緑系 （ピー
マ ン

、
レ タ ス 、 き

ゅ う り 、 ほ うれ ん 草）で は 、低 ク ロ マ 方 向 に

動 く傾 向が あ る 。 しか し、黄、赤 、 青系 （バ

タ ー、バ ナナ 、 トマ ト、茄子）な どは、高 ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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図 1 ．測 定値と記憶色 との 差 ： 口 は茄子、△ はバ

ター
、

× はバ ナ ナ 、米印は トマ ト、囎 は ピ
ー
ヱ，

ン 、

十 は き ゅ うり、短い 線は レ タス
、 長 い 線はほ りれ

ん 草を示 す 。

o

ロ マ 方 向 に動 く傾 向が ある 。 色 の 記憶 も、 こ

れ に か な り近 い 傾 向を示 して い る。

（3 ）判 断 の 分散 。 標準偏 差 を 手が か りに 、

判 断 の 分散 の 程 度 を比較する と 、 8 対象物 の

平均値 で次 の よ うにな る 。 L ★

（記憶 色 5．4
，色

の 記憶 4．8），
a

★

（4．7，
3．4）

，
バ （7．6 ，

6．9）、　 Lde，が ，

ぴ の い ず れ にお い て も、 記憶色の 方が判断の

標準偏 差は大 き く、こ うした傾 向は 、 Newhall

et　al そ の 他 にお い て も指摘 され て い る特徴 で

あ る，，

　Bartleson に よ る と記憶色 は多方 の 場 合に

明度は 上が る と述 べ られ てい るが、我 々 の 研

究の 場合、茄 子、バ ナ ナ 、 トマ トはそ うい っ

た 結果が 得 られた が、記憶色 に おい て きゅ う

りは彩度が 、 ピ
ー

マ ン に おい て は明度 と彩度

が低 くなっ て い る 。

　 また 、Newhall らに よる と、記憶色 マ ッ チ

ン グは 可変 的で あ る が、同時 マ ッ チ ン グ よ り

早い と述 べ られ て い る が 、我 々 は継時 マ ッ チ

ン グ しか行 なわな か っ た の で 二 つ の 比較 も行

な うとよい の で はない か と思われ る。

　 また 、Joaquln　Perez −Carpinel1 らに よる

と 、 明 度 に お い て 暗 い 色は よ り暗 く、中間 の

明 る さの 色 は わず か に よ り明 る く ．明 る い 色

1　 　 　
−
　 　

一
　 　 　 　 ］115 匚

図 2 ．測 色値 との 明度差　　
ム
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轡　 雪
一

　 毒

は よ り明 る く覚 え られ る と述 べ て い るが 、

我 々 の 実験結 果で は バ ナ ナ 、トマ ト、レ タ ス 、

バ タ
ーな どが あて は まる c、

轗黼 緑色が 低 ク ロ マ 方向 に動 く傾 向は 、こ

の 色の 特性か もしれ ない 。

　 トマ ト、茄子、バ ナ ナ 、バ ターに関 して は 、

茄 子 は 明度が低 く、バ タ
ー

は彩度が低い 。
い

ず れ も高 ク ロ マ 方向に変 化 してい る の は 今後

考察す べ きこ とで あ る 。

　色の 記憶に お い て 、 色が ほ ぼ正 確 に覚 え ら

れ て い るの は 、 色 見本 の 提 示後 、 観測 を始め

る まで の 時間 が短 か っ た こ とな どが 関係 して

い るか も しれ ない
。 今後色見本 の 選定や 、そ

の 数、提示 後 の 観測 まで の 時 間な どを再検討

す べ きか もしれ な い 。

文献 ： C．J，　Bartleson．」．　Opt 　Soc．　Am ，，Vol．50、

No，L73 ・77（1960）．

　 S．M ．　Newhall　et ．al，　J，　Opt．　Soc．　Am ．，Vol．47、

No．1，43 ・56，（1957），，

　J，P6rez・Caepinell，　 et．al ，，　 Color　 Res．　 Appl．，

Vo1．23、　No ノ蒙，　2134−247（1998）

「

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


